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歯科用小照射野エ ックス線CT画 像

における未萌出歯の観察

大須賀　直 人　 松 田　厚 子*　 趙　 満 琳

新 井　嘉 則**　紀 田　晃 生　 岩 崎　 浩

宮 沢　裕 夫

要 旨:顎 骨 内に存在 する未萌出歯の観察は,歯 科用 エ ックス線写真 に よる二次 元的な画像 であるために,像

の拡 大や歪 みな ど精度の低下が疑問視 され,撮 影部位 に よっては解剖学 的形態か ら読影が困難である場合 が

多 い。 しか し,CTやMRIに よる撮影 は被 曝線量や解像力 の問題 が指 摘 され,歯 科 臨床 に応用 され るこ と

が少 ない。本研 究では,被 曝線量が少な く,硬 組織 の画像 が鮮鋭 であ り,装 置 が小 型である歯科用小照射野

エ ックス線CTを 使用 し,解 剖学形態 によ り読影が困難 とされ る上顎の未萌出歯 の観察 を行 った。その結果

以下 の結論 を得 た。

1.歯 列 に対 して平行 する面では,第 二大 臼歯 は遠心方 向に回転 していた。

2.咬 合平面 に対 して平 行する面では,第 二大 臼歯 は第一大 臼歯 に対 して頬側 方向に位置 していた。

3.歯 の萌 出方 向に隣接 した歯槽 骨の一部 が存在 しないこ とが確認 で きた。また,歯 槽骨 が離開 している部

分 は,第 二大 臼歯 の歯 冠幅径 に比べ て小 さい値 を示 した。

4.歯 列 に対 して横 断する面では,第 二大 臼歯歯冠 の根尖 は硬 口蓋 よ りも頭蓋側 に位置 していた。

5.3DXの 撮 影画像 では,硬 組織や未萌出歯の位置 関係 が鮮鋭 に観察 で きた。
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緒 言

小児歯科臨床では永久歯列の咬合育成を目的とし,乳

歯列期から早期に未萌出永久歯の位置関係や萌出方向を

予測 し,歯 槽基底骨の大 きさの不調和を検討することは

診断上有用である。 しか しなが ら,顎 骨内に存在する未

萌出歯の観察は,歯 科用エ ックス線写真による二次元的

な画像であるために,像 の拡大や歪みなど画質の精度が

疑問視され,さ らに撮影部位によっては1解剖学的形態か

ら読影が困難である場合が多い。また,歯 科医療の高度

化にともない三次元的な画像診断が求め られているもの

のCTやMRIに よる撮影は被曝線量や解像力の問1題が

指摘 され,歯 科臨床に応用されることが少ないといった

問題がある1～7)。

そこで今回,著 者らは被曝線量が少なく,硬 組織の画

像が鮮鋭であ り装置が小型である歯科用小照射野エック

ス線CT(以 下,3DXと 略す)を 使用 し2),解剖学形態

により読影が困難とされる上顎の未萌出歯の観察 を行 っ

た。

資料 お よび方法

1.資 料

本学所蔵のインドアーリア系の乾燥頭蓋骨16例 を使

用 した。乾燥頭蓋骨 は歯の萌 出状態からHellmanの 歯

齢IIIA期 相当を用いた。

2.方 法

本研究に用いた3DXの 撮影条件は,管 電圧80kV,

管電流1mA,撮 影時間17秒 とし,被 写体の周囲を一回

転 して360度 方向の投影データが収集されるoデ ータは

毎秒30枚 の割合で収集 され,全 体で512枚 の投影デー

タが得 られる2)。また,画 像再構成はパー ソナル コン

ピュータを使用 した。撮影にあたり基準線を再現させる

目的で1.5mmの ア列 ル板 に直交する2本 の0.5mm

ワイヤーを接着させ,左 右の上顎第一大臼歯の咬合面中
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図1基 準 線 を再現 させ るアクリル板

図23DXに よる資料 の撮影

心か らのばした仮想線がワイヤーの1本 と一致するよう

にした。さらに,正 中を示すために,前 記ワイヤーの中

点と上顎左右側中切歯の中点を結んだ仮想線に他方の直

交するワイヤーが一致するように設定 し(図D,撮 影

領域 にこのワイヤーの交点が含まれるように上顎左右側

第二大臼歯部の撮影を行 った(図2,3)。 観察断面は埋

伏 している第二大臼歯部の歯胚の中央部に対 して1.歯

列に対 して平行する面,2.咬 合平面に対 して平行する

面,3.歯 列に対 して横断する面について行 った。評価

方法はエプソンのPM-950Cを 用いてフルカラーモー ド

で等倍に出力 した画像を使用 した(図4)。

3.計 測項目

出力 した画像を使用 し,基 準線を設定 し以下の項 目に

図3再 現された基準線
①左右の上顎第一大臼歯の咬合面中心からのばした仮想線
②正中を示すために,左 右の上顎第一大臼歯の咬合面中心か
らのばしたワイヤーの中点と上顎左右側中切歯の中点を結ん
だ仮想線

ついて計測を行った(図5)。

①咬合平面 と第二大臼歯の咬頭を結んだ線 との角度

②第二大臼歯の咬頭を結んだ線が中心線 と接する点 と咬

合平面までの距離

③ 中心線が歯間部(頬 側)と 顛側の歯槽骨縁の接点 まで

の距離

④中心線が歯間部(口 蓋側)と 口蓋側の歯槽骨縁の接点

までの距離

⑤中心線に対 し歯槽骨の離開 した点の垂線の距離

⑥中心線に対 し歯冠部の最大豊隆部までの垂線の距離

⑦中心線に対 し硬口蓋の最深点と歯冠根尖 までの距離
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症例1 症例3

第二大 臼歯は遠心方向 に回転 している

症例2 症例4

第二大 臼歯 は咬合平 面に向けて下降 している

図43DXに よる撮影画像

①咬合平面と第二大臼歯の咬頭を結んだ平面との

角度
②第二大臼歯の咬頭を結んだ平面が中心線と接す
る点と咬合平面までの距離

③中心線が歯間部(頬 側)と 頗側の歯槽骨縁の接
点までの距離
④中心線が歯間部(口 蓋側)と 口蓋側の歯槽骨縁
の接点までの距離

⑤中心線に対し歯槽骨の離開した点の垂線の距離
⑥中心線に対し歯冠部の最大豊隆部までの垂線の
距離
⑦中心線に対し硬口蓋の最深点と歯冠根尖端まで
の距離

図5計 測部位
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4.計 測

距離計測は2名 の小児歯科認定医がデジタルノギス

(日本測定工具社製MAX-CAL)を 用い5回 繰 り返 して

行った。また,計 測項目別に平均値,標 準偏差 を求めた。

結 果

各計測項目における計測値を表1,2に 示す。

1.歯 列に対 して平行する面の観察

咬合平面と第二大臼歯の咬頭を結んだ平面との角度の

平均 は,左 右側ともに63●3。であり遠心方向に回転 して

いた。第二大臼歯の咬頭 を結んだ平面が中心線と接する

点 と咬合平面 まで距離 の平均 は,左 側9.7mm,右 側

10.0mmで あった。

2.咬 合平面に対 して平行する面の観察

中心線が歯間部(頬 側)と 頗側の歯槽骨縁の接点まで

の距離の平均は,左 右側 ともに1.4mmで あ り,歯 間部

(口蓋側)と 口蓋側の歯槽骨縁 の接点までの距離の平均

は,左 側4.1mm,右 側4.8mmで あり,第 二大臼歯は第
一大臼歯に対 して頬側方向に位置 していた。

3.歯 列に対 して横断する面の観察

中心線に対 し歯槽骨の離開した点の垂線の距離は,左

側7.9mm,右 側6.8mmで あ り,歯 の萌出方向に臓 し

た歯槽骨の一部が存在 しないことが確認で きた。また,

中心線に対 し歯冠部の最大豊隆部までの垂線の距離は,

左側10.2mm右 側11.0mmで あ り,第 二大 臼歯 の歯冠

幅径に比べて小 さい値 を示 した。中心線に対 し硬口蓋の

最深点と歯冠根尖までの距離は,左 側8.1mm,右 側8.5

mmであ り,第 二大晒 歯冠の澱 は硬口蓋よりも頭蓋

側に位置していた。

表1角 度計測

単 位:。

表2距 離計測

単位:mm

考 察

顎骨内に存在する未萌出歯の観察はエックス線写真や

切片標本から得られる二次元的なものであ り,エ ックス

線写真では像の拡大や歪みなど画質の精度の低下が疑問

視 されている。しかしながら近年の歯科医療の高度化に

伴い三次元的な画像診断が求められている。歯科領域で

は炎症の一部や腫瘍の診断 を除き,CTやMRIは 被爆

量や解像力の問題 により,一 般的な歯科医療に適応 され

ていない2)。

新井 ら蓋)は,1992年 よ り歯科医療 に特化 した小型の

エ ックス線CTを 開発に着手 し,1997年 に小照射野 コ

ーンビームエ ックス線CT(以 下Orth0 -CTと 略す)の

試作 に成功 し臨床応用を行っている。その後,そ れ ら

Orth0-CTの 技術 をモ リタ製作所 に技術移転 し,歯 科 ・

耳鼻科領域において硬組織の三次元的画像診断装置 とし

て小照射野エックス線CTの 実用機 として3DXを 開発

した2)。この3DXは 被写体の周囲を一 回転 して360度

方向の投影データが収集 され,コ ンピュータ記録 され

る。データは毎秒30枚 の割合で収集 し,全 体で512枚

の投影データを得 ることが可能である。歯科臨床ではす

でにこの3DXを 使用 し,顎 骨内の病変の診断,埋 伏歯

や下顎頭の位置関係 に臨床応用 され,従 来の歯科用エッ

クス線写真やCT画 像よりも詳細で鮮明な画像が得 られ

ることが評価 されている8～14)。また3DXを 用いて未萌

出歯の大 きさを予測 した研究において,計 測における再

現性が検討 され,歯 冠幅径の計測は臨床応用に耐えうる

計測精度を有することが報告されている5)。

上岡ら14)は乳臼歯と後継永久歯の位置関係について乾

燥頭蓋骨を用いCTi撮 影を行 った結果,上 顎第二小臼歯

は近遠心的には第二乳臼歯の歯冠幅径内に位置し,頬 舌

的には口蓋側 に位置すると報告 している。しか し,CT

画像での観察であるために,3DXの 画像 に比べ硬組織

や未萌出歯の位置関係は鮮鋭でなく,被 爆量の問題が懸

念される。

本研究のように顎骨内に存在する未萌出歯の位置関係

を3DX画 像で三次元的にさまざまな角度から観察 した

報告は未だに行われていない。そこで解剖学的形態によ

り読影が困難である上顎臼歯部の位置関係に着眼し,未

萌出歯である上顎第二大臼歯の位置関係を三次元的に観

察 した。出力 した撮影画像において位置関係を検討 した

結果,第 二大臼歯は遠心方向に回転 した形で存在 し,頬

側に位置 していることが確認できた。歯列に対 して横断

する面においては,歯 の萌出方向に隣接 した歯槽骨の一

部が存在 しないことが観察で き,第 二大臼歯歯冠の根尖
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は硬口蓋よりも頭蓋側に位置 していることが三次元的に

観察でき,CT画 像に比べより鮮鋭 に確認で きた。この

ことは小児歯科領域において早期に未萌出歯の萌出方向

を予測することが可能であ り,診 断上有用である。ま

た,本 研究では歯の萌出状態か らHellmanの 歯齢皿A

期相当を資料 としたが,皿A期 は第二大 臼歯歯 冠の完

成期に相当 し,乳 臼歯の歯根吸収が開始する時期である

が,標 本においては歯冠が未完成な症例 も存在 した。歯

冠が未完成な場合 には乾燥頭蓋骨であるために歯冠周囲

と歯槽骨周囲の問に軟組織が介在せず,す でに位置異常

を来 しているものもがみられた。位置異常が認められる

ものは資料から除外 したが,正 しい歯冠の位置を観察す

るためには事前にデンタルエックス線写真により確認す

る必要も示唆された。

3DXの 撮影画像 より硬組織や未萌出歯である上顎の

第二大臼歯の位置関係が鮮鋭に確認でき,今 後の未萌出

歯の診断に有用であることが示唆 された。

結 論

硬組織の画像が鮮鋭であ り装置が小型である3DXを

使用 し,解 剖学形態により読影が困難 とされる上顎の未

萌出歯の観察を行った。その結果,咬 合平面に対 して平

行する面の観察では,第 二大臼歯は第一大臼歯に対して

頬側に位置 し,歯 列に対 して平行する面では,第 二大臼

歯は遠心方向に回転 していた。また,歯 列に対 して横断

する面では,第 二大臼歯歯冠の根尖は硬口蓋 よりも頭蓋

側に位置 してお り,萌 出方向に隣接 した歯槽骨の一部が

存在 しないことが確認で きた。本研究結果 より,3DX

の撮影画像は硬組織や未萌出歯の位置関係が鮮鋭に観察

でき小児歯科領域においても臨床応用が可能であること

が示唆された。

本研究の要旨は第42回 日本小児歯科学会大会(2004

年5月21日,福 岡)に おいて発表した。
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Observation of Unerupted Teeth Using Cone Beaming X-ray CT Imaging 
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 In this study, using a small-sized dental small  irradiation field X-ray CT (3 DX), the hard tissue 
images of which are sharp using a smaller exposure dose, we observed unerupted maxillary teeth, the 
radiographic understanding of which has been considered difficult for anatomical morphological rea-

sons. 

1. By observing the surface parallel to the dentition, we found that the second molars rotated in the 

distal direction. 

2. By observing the surface parallel to the occlusal plane, we found that the second molars were lo-

cated in the buccal direction compared with the first molars. 

3. It was confirmed that the alveolar bone adjacent to the area in the tooth eruptive direction was par-

tially absent. Furthermore, the area of alveolar bone dehiscence showed a smaller value compared 

with the tooth crown width of the second molars. 

4. By observing the surface vertically sectioning the dentition, wefound that the root apex of the sec-

ond molar tooth crown was located more in the cranial side than in the hard palatine side. 

5. With 3 DX image observation, the positional relationships of the hard tissue and unerupted teeth 

were clearly confirmed. 

Key  words  : Cone-beam CT, Unerupted teeth, Dry skulls of children


